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１１  ははじじめめにに 

  

家庭用アロンアルフアは 1971 年に販売を開始してからこ

れまで 50 年の間、瞬間接着剤の代名詞として親しまれてき

た。 
2004 年に販売を開始した「アロンアルフア EXTRA 速効

多用途（以下速効多用途と略記）」は、幅広い材料への瞬間接

着性と容器の使いやすさを追求した商品として好評を博し、

ホームセンターなどの量販店やコンビニエンスストアなど多

くの店舗で手に入るロングセラー商品となっている。 
この度、アロンアルフア 50 周年に合わせて、速効多用途

を超える低粘度タイプのアロンアルフア新商品の開発を進め

た。速効多用途の長所である容器の使いやすさをさらに改良

し、それに加えて接着耐久性を付与した新商品「アロンアル

フアタフパワー（以下タフパワーと略記、図図１１）の開発に成

功したため、以下に紹介する。 

 
 
 

２２  開開発発方方針針 
  

開発にあたって、容器の使い勝手と接着後の耐久性向上

に対し、以下の目標をかかげて、開発を進めた。 
容器：ユーザーフレンドリーを意識したデザイン 

・容器の使いやすさの向上 
・アロンアルフアのブランドイメージを踏襲 

接着性能：接着耐久性の向上 
・速効多用途以上の耐久性 
・速効多用途と同等以上の瞬間接着性 

 
 

３３ 開開発発品品のの特特徴徴 
 
３３．．１１  タタフフパパワワーー容容器器のの特特徴徴 

従来容器は、液の保存安定性を維持するために、二重開封

容器構造にして水分透過による液の劣化を防止しているが、

以下の課題がある。 
①二重開封容器のため、外ケースから内容器を取り出

して内キャップを開封する必要があった。 
②内キャップは（サイズが小さく）打栓式のため、キ 

ャップ開閉時に液が指に付着する危険性があった。 
 
これらの課題を解決するために、タフパワーの容器は次

のような工夫を施した。 
 
３３．．１１．．１１  容容器器設設計計 

容器のデザインは、従来の「黄色のロケット型」を踏襲

しつつも、シャープで洗練された外観とすることで、一目で

アロンアルフアと認識できる外観を保ちつつ、差別化が図れ

るように工夫を施した。また、消費者調査をもとに、使いや

すい最適なサイズとなるよう、デザインをブラッシュアップ

した（図図２２）。 

 
左左図図：：速速効効多多用用途途 右右図図：：タタフフパパワワーー  
図図１１ タタフフパパワワーーとと速速効効多多用用途途のの容容器器外外観観
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４４  結結論論 
 
アクリル酸エステル合成プロセスにおいて、ソフトセンサ

ーの有効性を検討した結果、実際の反応率を小さい誤差で予

測できることが確認できた。データ数を増やすことで更に誤

差の小さいソフトセンサーを構築することも可能である。分

析値の代わりにソフトセンサーの予測値を利用することで、

分析回数の削減や最適なタイミングでの反応制御が可能にな

る。本稿では触れなかったが、ソフトセンサーを実運用して

く際には、ソフトセンサーの劣化＊などの問題も存在する。今

後は、これらの課題に対する検討や他のプロセスに対する有

効性の検討を行い、操業の省力化・品質の安定化に取り組ん

でいく。 
＊：ソフトセンサーの説明変数となっているハードセンサ

ーの劣化や異常によって正しい予測値が得られない

こと。 
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さらに、開封後すぐに使用できる一重開封容器とするこ

とで、使いやすさを改良した。外ケースには指がかかり易い

押圧部を設け、柔軟性と復元力が高いエラストマーを初めて

採用し、ソフト感を付与することで、液吐出量のコントロー

ル性を高めた（図図３３）。 

 
 
そのうえに、キャップの形状を変更し、ネジ式機構を採

用したことにより、スムーズな開閉性を実現し、使用時のス

トレス解消を図った（図図４４）。 

 
 
しかも、底部の部品を外すと内容器が取り出すことがで

きるので、簡単に残液確認や使用後の分別廃棄が可能となっ

た。このような工夫によって速効多用途よりリサイクル性が

向上した（図図５５）。 

 

このように、タフパワーの容器にはユーザーの使いやす

さを追求したさまざまな工夫を施した。

３３．．２２  タタフフパパワワーーのの接接着着性性能能 
速効多用途は、多くの材料に極めて良好な瞬間接着性を

発揮するが、接着後の耐久性では、消費者のニーズを満たす

性能までには至っていない。これは、接着耐久性を向上させ

ようとすると、瞬間接着性や家庭用に求められる製品寿命が

達成できなかったためである。 
今回の開発では、瞬間接着性を維持しつつ、耐久性を向

上させるために、従来品にはない新しい配合技術をいくつか

採用している。これにより、家庭用としての製品ライフを達

成しつつ、接着耐久性と瞬間接着性を同時に満たすことがで

きた。タフパワーにおいて向上した接着性能について、次に

具体的に説明する。 
 

３３．．２２．．１１  接接着着耐耐久久性性 
代表的な耐久性の指標である耐水性と耐熱性を測定し、

タフパワーの耐久性能を確認した。

図図６６に接着耐水性の評価結果を示す。タフパワーや速効

多用途で接着した基材を温水に浸漬させた場合、速効多用途

では接着強さが約半分に低下するが、タフパワーは良好な接

着強さを維持しており、明らかな耐水性の向上が確認でき

る。

 
図図２２.. 容容器器ののデデザザイインン  

 
エラストマーによる吐出量のコントロール 

図図３３.. 容容器器のの押押圧圧部部  

 

キャップを捻ると開封が可能 
図図４４.. キキャャッッププのの開開閉閉  

 

底部を外すと容器は取り外し分別廃棄可能 
図図５５.. 容容器器のの解解体体方方式式  
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次に接着耐熱性の結果を図図７７に示す。速効多用途では接着

強さが 1/3 以下に低下する加熱条件においても、タフパワー

はほとんど低下がなく、耐熱性の大幅な向上も確認できた。 

 
 
これらの結果から、タフパワーは、接着耐久性が優れた

製品であるといえる。 
 
３３．．２２．．２２  瞬瞬間間接接着着性性 

タフパワーの瞬間接着性を確認するために、さまざまな

種類の基材で、速効多用途とセットタイムの比較を行った。

いずれの基材においても、速効多用途と同等か、より短いセ

ットタイムを示しており、目標としていた瞬間接着性を有し

ていることが示された（図図８８）。

 

このように、タフパワーは、接着後の耐久性を向上させな

がら、速効多用途と同等以上の瞬間接着性を達成している。 
 

４４  おおわわりりにに 

家庭用アロンアルフア販売 50 周年の節目に技術完成した

タフパワーは、容器の使いやすさや接着耐久性を格段に向上

させ、現行の速効多用途から進歩したアロンアルフアシリー

ズ最強の名に相応しい商品として家庭用アロンアルフアのラ

インナップに加わった。 
市場のニーズは多様化してきており、瞬間接着剤やその容

器に対しても、高機能化や多機能化がますます求められてい

る。今後も、「お客様の声に応えた新しいアロンアルフア」を

提供できるよう、開発を進めていく所存である。 
 

 
試験方法 の引張り接着強さ試験方法に準拠

接着後 ℃温水 日浸漬後に取り出し測定
被着材 アルミニウム

図図６６ 接接着着耐耐水水性性評評価価
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試験方法 の引張り接着強さ試験方法に準拠

℃に 時間放置後、室温下で測定。
被着材 鉄

図図７７ 接接着着耐耐熱熱性性評評価価
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図図８８ 各各種種基基材材にに対対すするるセセッットトタタイイムム
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図図９９ タタフフパパワワーーのの製製品品外外観観
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